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関西の中小企業�社に対して、デザイン経営のセッショ
ンやデザインワークを実施。
また目指したいデザイン経営の概要やアート思考など
を学び、実践的かつ持続的なデザイン経営の基礎を行
う。�社がデザイン経営の実践によって、変わりゆく様
を示し、結果を出すことで「魂（アイデンティティ）から
発露するデザイン経営」を関西に浸透させるための事
業。

主 催 企 画 / 運 営 協 力

2022



目指すデザイン経営とは、ビジョンを達成するための経営戦略（経営のデザイ
ン）から、事業自体の戦術（広義のデザイン）、そこから商品やサービスの形（狭
義のデザイン）までを一貫した美しい経営だと考えています。そのためには、芯
をブラさないための事業者自身から湧き出てくるブレない価値観としてのアイ
デンティティという価値の「モノサシ」を持つ必要があると考えています。

事業は打つ手全てがうまくいくというものではありません。正確に表現
すると、打ち手の十中八九はうまくいかないということが多いのが実際
です。
私たちが目指すデザイン経営は、芯をブラさずにビジョンに向かうため
に、アイデンティティという変わらない価値観としてのモノサシを探し、
そのアイデンティティからなる想いを伝えるためにものや色、強いては
戦略までを見える形に表すためにデザインを活用することが必要だと
考えています。
変わらない価値観であるアイデンティティが事業者の中で理解できて
いるからこそ、事業がうまく進まない時にでも立ち戻り「何のために事
業を行うのか？」「向かう先はどこなのか？」と自問自答しながら前に進
むことが出来ます。

このアイデンティティは急に現れてきた価値観なわけではなく、事業者
がこれまで触れてきたさまざまな出来事や価値観、人々からの影響から
養ってきた自分自身の価値観です。事業者の根っこをしっかりと理解を
し、その価値観を伝えるためにデザイナーは良き聴き手となり、その想
いをよりたくさんの方に伝えていくことこそがデザイン経営の肝である
と考えます。

事業実施内容

第一回報告 アイデンティティからブレないデザイン経営を

アイデンティティ抽出について

事業者の価値観の根っこを理解する

月�月� 月� 月� 月�� 月�� 月�� 月� 月� 月�

企業の募集

ステークスホルダーの関係構築

オリエンテーション

チームビルディング
デザイナー紹介

デザイン経営実施に向けた
想定するセッションの回数

アイデンティティ抽出
ビジョン想像

コンセプトのセッション

デザインのセッション

中間発表

知財WS 地域デザインWS

成果発表

報告書
小冊子

PH�

アイデンティティの抽出 PH�

PH�
アイデアの創出

アイデアの表現

アイデアの投下

PH�

先行して企業募集の準備 支援者

プロジェクトデザイナー/
デザインディレクター/
デザイナー

支援者
デザインディレクター/デザイナー

支援者
デザインディレクター/デザイナー

支援者
全員

関係先とともに、デザイ
ン経営に取り組むべき企
業の掘り起こしと営業を
開始している。

デザイン経営の最前線で活躍する目線から、
デザイン経営を自分のものにするレクチャー

アイデンティティ、ビジョンの為のヒアリング

配布する資料を元に、自社の強みやアイデ
ンティティ / ビジョンについての考察を深
める。

コンセプトと事業化のためのセッション

マッチングした DD/ デザイナーと共に
チームで、課題を解決するコンセプトと
ビジネスを検討する。

アイデアを事業化するためのデザイン

デザインディレクターとデザイナーが中
心に、コンセプトを具現化し、スタート
アップ していくためのデザインを施す。

オリエンテーション

地域デザインWS

デザイン成果物については個別契約

V I S I ON

I D EN T I T Y

CU L TU E R
風土・文化

想いの原型

ありたい姿



向かうべきビジョン、事業者の
価値観の根っこを確認する

PH�
アイデンティティの抽出

PH２
アイデアの創出

PH�
アイデアの表現

全工程の中でもっとも慎重に耳を傾け、事業者の向かう先
（ビジョン）がどこからくるのか？という根っこであるアイデ
ンティティを対面でしっかりと確認するフェーズ。
アドバイスをするのではなく、傾聴することに全力をそそぎ
事業者も気づいていない想いを引き出すことが目的。

進和建設工業株式会社
大阪府堺市
大阪府堺市にて土地活用をしたい不動産オーナーに
寄り添った収益型物件を建設する建設会社。

豊開発株式会社
大阪府大阪市
職人や重機を持たず、土木工事（重仮設工事）の計画・
計算、施工管理業務に特化したソリューションを提供。

アルスコーポレーション株式会社
大阪府堺市
刃物のまちである大阪府堺市に拠点を置く、ハサミ、ノ
コギリなど刃物の総合メーカー。

事業者概要 アイデンティティ型デザイン経営に取り組む事業者の紹介

株式会社神田組
兵庫県伊丹市
兵庫県伊丹市にて、工場営繕事業を展開する土木建設
会社。

常磐精工株式会社
大阪府堺市
大阪府堺市を拠点に、立て看板やディスプレイ什器の
製造・販売を行うものづくり企業。

アサヒ産業株式会社
大阪府大阪市
つなぎ服を中心にワーキングウェアを企画・販売する
ファブレス企業

進和建設工業株式会社
大阪府堺市
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社内外の
仲間を巻き込む

ワクワクを繋げる建設 オーナーがかかわるまちづくりの実現

アイデンティティ ビジョン

土地活用のニーズに対して、マン
ション建設を進めることで対応し
ている進和建設工業。これからま
ちづくりを推進していくにあたり、
まだまだ新築工事の受注が会社
の主体である中で、進和建設工業
が中心となり住まい手やオーナー
を巻き込みながら、その活動を推
進したいが、その方法論がなかな
か見当たらない。

新たな一手を打ちたいが、方法
がわからない

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

マンションを新築するだけではな
く、これまで建設したマンションな
どを活用しながら、コミュニティを
形成し、オーナーを巻き込みなが
ら、まちづくり活動を進めたい。

ただ建設するだけじゃない、コ
ミュニティ形成

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

まちづくりをオーナーと共に進め
ていき、またオーナー自身に学習
の機会を与え、新たな建設業の存
在を示していく。

新たな建設業の存在を示して
いく

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

収益性の問題があり、コミュニティ
を形成していく方法論が見当たら
なかったが、建設し、収益性の下
がってきたマンションを活用するこ
とでその方向性が見えてきたこと
によって、新たな事業を立ち上げ
る機運が生まれつつある。

アイデンティティと向き合って
見えてきた新たな方向性

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ



豊開発株式会社
大阪府大阪市

デ
ザ
イ
ン
経
営

�
つ
の
入
り
口見えないを楽しく深掘りする 脈をつなぎ社会を守る

アイデンティティ ビジョン

営業面では、ゼネコン�社に依存
し、新規開拓が不十分なため、リス
クが高い。能力面では、属人的能
力に頼っていたため引き継ぎ難易
度が高い。トップダウンにより自律
性が低い。また業界のイメージが
悪く人材採用が難しい。

営業面や人材面など、さまざま
存在する課題

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

災害増により土木対策が必要だ
が、やりがい搾取を含めた業界イ
メージの悪さから慢性的に人材
不足に陥ってしまっており、日本が
安心して暮らせる状況にするため
に、災害予防や、迅速な復興、維持
修繕などを促進していきたい。

困難を乗り越えて、安心して暮
らせる日本をつくる

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

人々が安心して楽しく暮らすため
に深掘りして、新しい自分や世界
を発見し続ける。
業界自体のイメージ改革と人材
不足の解消。

業界自体が抱えるイメージを
解消して新しい世界を発見

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

これまで自力でMVV（ミッション/
ビジョン/バリュー）や戦略を検討
してきたが、壁打ちすることによっ
て明確な整理ができてきた。また、
新規事業についてもビジョンに紐
づいた種を見つけることができは
じめている。

誰かと伴走することでの手応え
を確かに感じた

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ

アルスコーポレーション株式会社
大阪府堺市
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意志と情熱を持つ
アルス思考のものづくり 「切ること」に困りごとのない社会

アイデンティティ ビジョン

現在ある製品などの販売や開発
について、マーケティングをしなが
ら事業性を高める活動をしている
ものの、他社の動向や顧客のニー
ズを鑑みた戦略をたてて、それに
合わせた製品を販売している状
況。かつての独自性のある製品開
発のあり方など、自社としてのブ
ランドをしっかりと内部外部とも
に見直す必要がある。

他社や市場に左右されない、”
らしい”自社ブランドの確立

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

顧客の困っていることを、深く観察
洞察し、その課題解決のために
「切れ味」という方法で解決してき
たアルスコーポレーション。難易
度が高くとも、顧客の真の課題を
見つけ解決する刃物の製品を作
るブランドとなりたい。

難易度が高いからこそ、チャレ
ンジする

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

使い手それぞれに対応した「切れ
味」という解決策が必要であり、ア
ルスコーポレーションはその切れ
味を、顧客も気が付かない深い思
考によって解決するという価値
観。

「切れ味」という解決策で、真の
課題に向かい合う

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

これまでの製品開発プロセスか
ら、新たに粗利の高い製品を開発
していくために、現在の方法だけ
でなく新たな思考方法が必要であ
ると考え始めてきた。

高付加価値創出という、新しい
思考方法

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ

株式会社神田組
兵庫県伊丹市
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歴史や強みを
棚卸する

期待の、その先を行け 工場営繕で日本のものづくりを支える

アイデンティティ ビジョン

コロナやDXの加速により、これま
で対面接点を取れていた担当者
との接点機会が大幅に減少する
なか、顧客の売上悪化により修繕
に対する予算配分も削減されてい
る。案件が増加する兆しはあるも
のの、人材が不足しており、管理や
定着の観点から新卒採用に注力
しているが内製では限界がある。

外的要因に左右されない、社内
体制の管理を強化したい

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

採用状況改善と案件獲得に向け
て、神田組がどのようなビジョンに
向かうのか？という検討を社内に
共有しながら進めなければならな
い。新規案件の獲得や人材採用、
定着を促進する必要がある。

ビジョンを達成するために、社
内を巻き込む

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

ものづくりを支える「工場修繕」と
いう役割で、周囲の期待を超え続
け、市場のトップランナーとして工
場営繕そのものを牽引していくと
いう決意。

期待を超え、市場そのものの価
値を高める

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

コロナ禍により意図せずデザイン
経営を一部実践していたなかで、
自身の生き方＝アイデンティティ
が実業に表れていると改めて理
解することができた。経営者が何
を考えているかを社員が少しずつ
理解し始めており、今後やらなけ
ればならないことが少しずつ明確
になってきた。

アイデンティティと向き合うこ
とで自信が確信へ

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ

社内外の
仲間を巻き込む



アイデンティティ、ビジョンを見出し、各社が抱える経営課題に
ついて、どのようなアプローチで解決するのかをデザイン視点で
探る。

次回予告

事業の流れ

コンセプト/ビジネス　　スキームのセッション

現地見学

中間発表

常磐精工株式会社
大阪府堺市
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魅力ある物語を
発信する

まじめに、つなぐ つなぐことで健康になる社会へ

アイデンティティ ビジョン

����年にまずは共同代表からだ
が、いよいよ自分の代へ事業承継
される。先代が展開してきた看板
事業はまだ見込みはあるが、これ
から縮小する市場となるので、こ
れからの常磐精工のために将来
的に収益の軸となる「事業を創出
すること」が課題である。

事業承継を見据え、両利きの経
営への挑戦

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

自分たちの「つなぐ」ということを
ほどいて、新たな事業を創出する
こと。人の心身を健康にさせる
フィットネスや健康寿命などの市
場を先に見据えつつ、まずは先代
が取り組んでいる「アウトドアアイ
テム」をプロデュースして、事業承
継（父と息子をつなぐ）の象徴とな
るブランドを立ち上げたい。

過去を否定することなく「つな
ぎ」、新たな価値を創出する

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

自社リソースであるアルミの棒を
「つなぐ」ということ。つなぎあうこ
とで「自立するもの（看板など）」を
つくるということ。
それを踏まえて、象徴的にものと
ものをつなぎ、人とものをつなぎ、
人と人をつなぐことを事業とし、そ
れを実行し続けていきたい。

達成したいビジョンは、「つな
ぐ」ことで始まる

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

PHASE�の�回のセッションを通し
て、自分の棚卸しができ、向かうべ
き方向が定まったことが一番の変
化。
その中で事業の軸に、「自分の好
きなこと」や「自分が体験している
こと」を置くということを迷いなが
らやっていたが、セッションの中で
それを革新に変え、事業創出のた
めの�つのたねとする。

自身と向き合うことで進むべき
方向性に確信を得た

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ

アサヒ産業株式会社
大阪府大阪市
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心をつかむモノ・
サービスをつくる

目的を意識して充実した日々を送る アイデンティティを身にまとい活力ある世の中に

アイデンティティ ビジョン

製造を外部に頼っており、製造現
場における技術者の高齢化や、低
賃金による新規就業者不足など、
今後価値を提供し続けることが困
難。また自社製品の実用新案が切
れて以降、コモディティ化が進み、
ワークウェア業界でも一般アパレル
に近いものがトレンドになりつつあ
り、競合が増えている傾向。

内部環境と外部環境の変化に
対応し価値を届け続ける

事業の概要や課題、
事業者の気持ちを探る

ヒアリングセッション　�回目

繊維業界の大量廃棄などの問題、
縫製業界の担い手不足、老舗企
業、中小企業の無目的による活力
のなさ。この複合的な課題を解決
したい。繊維業界が老舗企業や中
小企業の役に立つことをすること
によりエコシステムが作れない
か。

複合的な課題へ業界をあげて
解決に寄与したい

事業者の想いの
真相に向かい合う

ヒアリングセッション　�回目

働くことも暮らすことも、目的とつ
なげることで、何気ない日常を充
実した毎日に変えるということ。
B�Bのワークウェア業界を中途半
端にブランド化するのではなく、本
格アパレル化を目指す。

目的を見出し、ワークウェアを
本格アパレルへ

向かいたい方向性と
変わらない価値観

ヒアリングセッション　�回目

漠然としていたアイデンティティ
が整理され、社内に浸透させ土台
となるものが明確になった。社会
課題とそれに到達させるまでの自
社の課題やビジョンがつながっ
た。

社会と自社の課題がリンクし、
経営の土台が明確に

ヒアリングセッションを
通した事業者の変化

PH�　ヒアリングセッションまとめ


